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の
訓
練
は
、
地
震
が
来
た
と

き
の
第
一
次
避
難
を
想
定
し

て
実
施
し
ま
し
た
。
生
徒
は

「
押
さ
な
い
」・「
走
ら
な

い
」・「
し
ゃ
べ
ら
な
い
」
が

し
っ
か
り
と
で
き
て
お
り
、

ス
ム
ー
ズ
に
訓
練
を
進
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
家
庭
科
の
授
業

で
作
っ
た
防
災
頭
巾
を
被
り
、
避
難
し
て

い
る
者
も
い
ま
し
た
。

訓
練
の
後
は
、「
防
災
と
ま
ち
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
、
鳴
尾
地
域
で
の
防
災
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
登
壇
者
は
、
鳴
尾
連
合
自
治
会
会

長　

川
崎
洋
光
氏
、
兵
庫
県
阪
神
南
県
民
セ
ン
タ
ー
尼
崎
港

管
理
事
務
所
所
長　

前
田
直
昭
氏
、
西
宮
市
土
木
局
臨
海
対

策
部
部
長　

坂
上
英
龍
氏
で
し
た
。
生
徒
は
、
鳴
尾
地
域
に

お
い
て
兵
庫
県
が
実
施
し
て
い
る「
津
波
防
災
事
業
」や「
高

潮
対
策
事
業
」
に
つ
い
て
の
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

第
四
十
回
武
庫
川
学
院
英
語
オ
ラ
ト
リ
カ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

十
一
月
十
六
日
（
土
）
に
、
本
校
図

書
館
棟
四
階
Ａ
Ｖ
１
教
室
で
、
第
四
十

回
武
庫
川
学
院
英
語
オ
ラ
ト
リ
カ
ル
コ

ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
夏
季
休
暇
中
に
英
語
の

暗
唱
を
し
ま
す
。
そ
し
て
二
学
期
に
入

り
、
ク
ラ
ス
内
選
考
が
あ
り
ま
す
。
ク

ラ
ス
代
表
を
選
ん
だ
後
は
学
年
選
考
会
を
行
い
ま
し
た
。
選

ば
れ
た
学
年
代
表
が
、
暗
唱
や
自
作
の
ス
ピ
ー
チ
を
オ
ラ
ト

リ
カ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
で
発
表
し
ま
し
た
。

﹇
中
学
校
の
部
﹈

優
勝　
　
　
　
　
　
　

阮　
　

靖
涵
（
中
３
）

準
優
勝　
　
　
　
　
　

河
野　

由
依
（
中
３
）

﹇
高
校
の
部
﹈

優
勝　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

桃
花
（
高
１
）

準
優
勝　
　
　
　
　
　

近
藤　

真
希
（
高
２
）

高
校
二
年　

校
外
研
修

十
一
月
二
日
（
土
）、
高
校
二

年
生
は
神
戸
市
中
央
区
に
あ
る

「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
を

訪
れ
ま
し
た
。
館
内
で
は
、
阪
神

淡
路
大
震
災
の
惨
状
を
映
像
で
見
た
り
、
展
示
を
見
学
し
た

り
、
語
り
部
の
方
の
講
演
を
聞
い
た
り
し
ま
し
た
。
阪
神
淡

路
大
震
災
か
ら
得
た
貴
重
な
教
訓
を
学
び
、
命
の
尊
さ
、
共

生
の
大
切
さ
を
真
剣
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
高
校

三
年
修
学
旅
行
で
の
東
日
本
大
震
災
の
学
び
に
つ
な
が
る
、

充
実
し
た
校
外
研
修
に
な
り
ま
し
た
。

附
属
幼
稚
園
・
保
育
園
と
の
異
年
齢
交
流
会

十
月
二
十
六
日
（
土
）
に
、
附
属
幼

稚
園
、
附
属
保
育
園
と
連
携
し
た
第
二

回
異
年
齢
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
今
回

は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
の
演
奏
鑑
賞

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
に
よ
る
工
作
体

験
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま

し
た
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
の
演
目
で
は
、「
Ｇ

Ｕ
Ｔ
Ｓ
」「
世
界
は
あ
な
た
に
笑
い
か

け
て
い
る
」「
愛
の
花
」「
ド
ラ
ゴ
ン
ナ

イ
ト
」「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
マ
ー
チ
」

な
ど
有
名
な
曲
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

園
児
の
皆
さ
ん
も
、
多
種
の
楽
器
が
奏

で
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
聴
き
入
っ
て
い
る

様
子
で
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
工
作
体
験
で

は
、「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
☆
モ
ン
ス
タ
ー
射

的
」
と
題
打
ち
、
紙
コ
ッ
プ
と
風
船
、

丸
め
た
紙
く
ず
を
使
っ
た
射
的
の
お
も

ち
ゃ
を
作
成
し
ま
し
た
。
園
児
の
皆
さ
ん
が
思
い
思
い
に

コ
ッ
プ
に
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
は
、
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
で
可
愛

ら
し
く
仕
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
射
的
ゲ
ー
ム
を
行

い
ま
し
た
が
、
園
児
の
皆
さ
ん
は
元
気
い
っ
ぱ
い
で
大
盛
り

上
が
り
で
し
た
。

令
和
六
年
度
　
芸
術
鑑
賞
会

十
一
月
八
日
（
金
）
の
午
後
に
、
武

庫
川
女
子
大
学
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
公

江
記
念
講
堂
へ
移
動
し
、
全
校
生
徒
で

芸
術
鑑
賞
を
楽
し
み
ま
し
た
。
今
年
の

芸
術
鑑
賞
会
は
、
一
般
社
団
法
人
劇
団

自
由
人
会
に
よ
る
「
カ
ー
リ
ー
の
青

春
」
で
し
た
。

カ
ー
リ
ー
は
、
殺
伐
と
し
た
日
々
を

送
る
少
女
で
す
。
あ
る
時
七
番
目
の
父

親
を
追
い
出
そ
う
と
し
て
失
敗
。
遂
に
家
を
追
い
出
さ
れ
、 

里
親
の
家
を
転
々
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
中

カ
ー
リ
ー
は
、
新
し
い
里
親
の
メ
イ
ソ
ン
家
で
、 

ハ
ー
ビ
ー

と
ト
マ
ス
に
出
会
い
ま
す
。
孤
独
な
三
人
の
子
供
た
ち
が
出

会
い
、
人
生
を
理
解
し
、
愛
を
発
見
し
ま
す
。
名
台
詞
と
名

シ
ー
ン
が
満
載
の
、
心
が
温
ま
る
物
語
で
し
た
。

鑑
賞
を
終
え
た
生
徒
は
「
今
年
の
鑑
賞
会
は
、
人
生
を
生

き
る
上
で
大
切
な
こ
と
を
肌
で
感
じ
さ
せ
て
く
れ
、
愛
を
た

く
さ
ん
考
え
さ
せ
ら
れ
る
素
晴
ら
し
い
物
語
で
し
た
」
と
い

う
感
想
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

防
災
訓
練
～
も
し
も
に
備
え
て
～

十
月
二
十
四
日
（
木
）
Ｌ
Ｈ
Ｒ
の
時
間
に
、
全
校
生
徒
と

教
職
員
が
全
員
参
加
し
て
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
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武庫川女子大学
附属中学校・高等学校
総　務　部

バ
ス
の
車
内
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
阪
神
バ
ス
に
乗
車

す
る
機
会
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

本
校
の
生
徒
四
名
が
、「
自
転
車
に
か
か
る
交
通
事
故
防

止
」
を
題
材
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
、
甲
子
園
警
察
署

か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
十
月
二
十
九
日
（
火
）、

甲
子
園
警
察
署
・
阪
神
バ
ス
株
式
会
社
の
方
が
来
校
さ
れ
、

感
謝
状
贈
呈
式
・
阪
神
バ
ス
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
生

徒
が
制
作
し
た
ポ
ス
タ
ー
は
、
西
宮
市
内
を
走
行
す
る
阪
神

百
聞
も
百
見
も
一
心
に
し
か
ず

 

入
学
対
策
部
長　

網　

本　

勝　

喜

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず･･･

人
か
ら
何
度
も
聞
く
よ
り
、
一
度
実
際
に
自
分
の

目
で
見
る
ほ
う
が
確
か
で
あ
り
、
よ
く
わ
か
る

「
漢
書　

趙
充
国
伝
（
ち
ょ
う
じ
ゅ
う
こ
く
で
ん
）」
に
あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら

生
ま
れ
た
故
事
成
語
で
、
み
な
さ
ん
も
一
度
は
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
言
葉
を
現
代
に
お
い
て
解
釈
す
る
と
す
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
に
あ
ふ
れ
る
い
ま
、
真
実
や
真
実
で
な
い

こ
と
、
う
わ
さ
や
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
に
振
り
回
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
目
で
見
る
こ
と
が
確
か
で
あ
る
、

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
私
は
こ
の
解
釈
に
加
え
て
、「
自
分
の
目
で
見
て
、
自
分
の
心
で
感
じ
る
こ
と
、

響
く
こ
と
を
信
じ
な
さ
い
。
軽
々
し
く
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ら
大
事
な
も
の
を
失
っ
て
し
ま
う
」
と
、
担
任
を
し
て

い
た
頃
に
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
よ
く
話
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
誤
っ
た
情
報
を
信
じ
た
り
、
些
細
な
こ
と
で
人
に
流

さ
れ
た
た
め
に
、
つ
ま
ず
い
て
し
ま
っ
た
生
徒
を
こ
れ
ま
で
何
人
も
見
て
き
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
そ
の
つ
ま
ず
き
か

ら
、「
自
分
の
目
で
見
て
、
自
分
の
心
で
感
じ
る
こ
と
」
を
学
び
、
立
派
に
成
長
し
た
生
徒
や
、
巣
立
っ
て
い
っ
た

卒
業
生
を
、
何
人
も
見
て
き
た
の
も
確
か
で
す
。

み
な
さ
ん
も
、武
庫
川
学
院
が
新
た
に
提
唱
す
る
Ｍ
Ｕ
Ｋ
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ　

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
に
あ
る「
自
ら
考
え
、

動
く
」
女
性
と
し
て
経
験
を
重
ね
て
い
く
た
め
に
、「
自
分
の
目
で
見
て
、
自
分
の
心
で
感
じ
る
こ
と
響
く
こ
と
」

を
大
切
に
、
他
人
に
流
さ
れ
な
い
、
ま
ち
が
っ
た
情
報
に
惑
わ
さ
れ
な
い
、
自
分
自
身
の
個
性
や
考
え
方
を
確
立
し

て
、
芯
に
な
る
も
の
を
持
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
世
界
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
後
世
の
人
た
ち
は
こ
の
故
事
成
語
に
続
き
を
作
っ
た
そ
う
で
す
。
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
人
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
紹
介
し
ま
す
。
す
べ
て
の
人
に
通
じ
、
励
み
に
な
る
言
葉
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
（
何
度
も
聞
く
よ
り
一
度
見
た
方
が
正
し
く
理
解
で
き
る
）

百
見
は
一
考
に
し
か
ず
（
何
度
も
見
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
で
考
え
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
）

百
考
は
一
行
に
し
か
ず
（
何
度
も
考
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
行
動
し
な
け
れ
ば
何
も
変
わ
ら
な
い
）

百
行
は
一
果
に
し
か
ず
（
何
度
も
行
動
し
た
と
し
て
、
結
果
を
出
さ
な
い
と
成
功
で
き
な
い
）

交
通
安
全
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
、

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
！
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内
容
：
各
ク
ラ
ス
合
唱

　
　
　

各
学
年
合
唱　
　

中
学
一
年
「Forever

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
学
二
年
「
夢
の
世
界
を
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
学
三
年
「
花
は
咲
く
」

　
　
　

表
彰
式

入
試
に
関
す
る
ご
案
内

小
学
生
対
象　

中
学
入
試
募
集
要
項
説
明
会
の
ご
案
内

・
日
時　

12
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　

募
集
要
項
説
明
会　

９
時
30
分
〜
10
時
15
分

　
　
　
　

個
別
相
談
会　

10
時
〜
11
時
30
分

中
学
生
対
象　

高
校
入
試
募
集
要
項
説
明
会
の
ご
案
内

・
日
時　

12
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　

募
集
要
項
説
明
会　

11
時
15
分
〜
12
時

　
　
　
　

個
別
相
談
会　

11
時
30
分
〜
13
時

※ 

い
ず
れ
も
本
校
で
行
い
ま
す
。
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☆
様
々
な
分
野
で
の
活
躍
☆

○
カ
ヌ
ー
部

・ 

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
第
78
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
カ
ヌ
ー
競

技
会　

富
士
し
ゃ
く
な
げ
湖
水
上
競
技
場
（
10
／
11
〜
14
）

500
ｍ
競
技　
　

少
年
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル

　

３
位　

岩
井　

瑞
希
（
高
３
） 

　
　
　
　
　
　

少
年
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア

　

２
位　

杉
本　

深
覚
（
高
２
）・
安
藤　

千
結
（
高
３
） 

200
ｍ
競
技　
　

少
年
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル

　

２
位　

岩
井　

瑞
希
（
高
３
） 

　
　
　
　
　
　

少
年
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア

　

１
位　

杉
本　

深
覚
（
高
２
）・
安
藤　

千
結
（
高
３
） 

・ 

令
和
６
年
度
近
畿
高
等
学
校
カ
ヌ
ー
新
人
選
手
権
大
会　

伊

庭
内
湖
特
設
カ
ヌ
ー
競
技
場
（
10
／
25
〜
27
）

Ｋ
‐
１ 

500
ｍ

　

５
位　

足
髙 

ア
ン
ナ
ベレ
ン 

應
（
高
１
）

Ｗ
Ｋ
‐
２ 

500
ｍ

　

３
位　

有
本　
　

輝
（
高
２
）・
福
井　
　

葵
（
高
２
）

・ 

令
和
６
年
度
関
西
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
選
手
権
大
会
兼
第
79
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会　

伊
庭
内
湖
特
設
カ
ヌ
ー
競
技
場
（
10
／
25
〜
27
）

中
学
生
Ｋ
‐
１ 

500
ｍ

　

１
位　

塩
谷
望
恵
瑠
（
中
３
）

　

４
位　

安
藤　

万
結
（
中
３
） 　
　

　

５
位　

原
田　

紗
和
（
中
３
）

中
学
生
Ｗ
Ｋ
‐
２ 

500
ｍ

　

１
位　

塩
谷
望
恵
瑠
（
中
３
）・
原
田　

紗
和
（
中
３
）

　

４
位　

安
藤　

万
結
（
中
３
）・
鈴
木　

結
稀
（
中
３
）

・ 

令
和
６
年
度（
２
０
２
４
年
度
）第
17
回
兵
庫
県
高
等
学
校
カ
ヌ
ー

ス
プ
リ
ン
ト
新
人
選
手
権
大
会　

兼　

第
１
回
全
国
高
等
学
校
カ

ヌ
ー
選
抜
大
会
予
選
会　

音
水
湖
カ
ヌ
ー
競
技
場（
11
／
２
・
３
）

女
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
3000
ｍ

　

１
位　

杉
本　

深
覚
（
高
２
） 

全
国
大
会
出
場
決
定 

　

２
位　

有
本　
　

輝
（
高
２
） 

全
国
大
会
出
場
決
定 

令
和
六
年
度　

公
江
特
待
生
交
付
書
伝
達
式

十
月
二
十
九
日
（
火
）
に
公
江
特
待
生
交
付
書
伝
達
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

公
江
特
待
生
と
は
、
武
庫
川
学
院
の
創
設
者
で
あ
る
故 

公
江
喜
市
郎
先
生
の
篤
志
を
基
金
と
し

て
定
め
ら
れ
た
制
度
で
あ
り
、
学
力
優

秀
、
品
行
方
正
、
全
校
生
徒
の
模
範
で

あ
る
者
に
の
み
与
え
ら
れ
る
と
て
も
栄

誉
あ
る
も
の
で
す
。

今
年
度
は
中
学
生
三
名
、
高
校
生
六

名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
今
後
ま
す
ま
す

学
業
に
専
心
、
研
鑽
し
、
全
校
生
徒
の

模
範
と
し
て
、
勉
学
に
一
層
い
そ
し
む

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

中
学
一
年　

菅
谷　

亘
花　
　
　

中
学
二
年　

神
馬　

利
咲

中
学
三
年　

佐
竹　

若
葉

高
校
一
年　

松
岡　

梨
穂
・
向
本　

友
希

高
校
二
年　

谷
川　

心
結
・
中
村　

結
莉

高
校
三
年　

北
出
妃
奈
子
・
柴
田　

楓
香

ブ
ラ
ウ
ン
ラ
イ
ス
ウ
ィ
ー
ク

二
〇
一
〇
年
五
月
、
武
庫
川
女
子
大
学
と
附
属
中
高
の
食

堂
で
「M

U
KO
G
AW
A Brow

n Rice W
eek

」
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
大
河
原
学
院
長
は
か
ね
て
か
ら
「
学
生
・
生

徒
・
教
職
員
が
一
体
と
な
っ
た
国
際
貢
献
、
社
会
奉
仕
は
で

き
な
い
も
の
か
。」
と
の
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
二
〇
〇
九

年
八
月
八
日
、
皇
太
子
殿
下
（
現
・
天
皇
陛
下
）
の
行
啓
の

折
、
学
院
長
は
皇
太
子
殿
下
の
ご
著
書
『
テ
ム
ズ
と
と
も
に
』

に
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
留
学
中
の
寮
の
思
い
出
と
し
て
ブ
ラ

ウ
ン
・
ラ
イ
ス
・
ウ
ィ
ー
ク
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
触

れ
、「
我
が
学
院
で
も
同
じ
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
い
た
い

と
思
い
ま
す
。」
と
お
話
に
な
る
と
、
殿
下
は
と
て
も
お
喜

び
に
な
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
人
の
た
め
に
尽
く
す
真
心
を
育

ん
で
ほ
し
い
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
、
ブ
ラ
ウ
ン
ラ
イ
ス

ウ
ィ
ー
ク
が
始
ま
り
ま
し
た
。

令
和
六
年
度　

中
学
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
お
知
ら
せ

十
一
月
三
十
日
（
土
）、
中
学
全
学
年
合
同
の
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け
て
学
級

で
取
り
組
む
こ
と
で
、
合
唱
の
す
ば
ら
し
さ
や
協
力
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
体
感
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
お
り
ま

す
。
生
徒
た
ち
の
練
習
の
成
果
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
公
江
記
念
講

堂
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
：
11
月
30
日
（
土
）

　
　
　

開
場　

８
時
30
分

　
　
　

開
演　

９
時

場
所
：
武
庫
川
学
院
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス　

公
江
記
念
講
堂

12　月　行　事　予　定
日 曜 行　事　予　定

1 日

2 月 高３答案返却・学年集会・HR　　高３期末考査得点確認表配布 ○保護者対象講座（13：30～ AV3）

3 火 高３自宅学習

4 水 高３短縮授業（50分×４時間）

5 木 高２高１期末考査　　高３短縮授業（50分×３時間）

6 金 高２以下期末考査　　高３短縮授業（50分×３時間）

7 土 ▼中学入試・高校入試募集要項説明会（対小 9：30～10：15，対中 11：15～12：00） 
▼中学入試・高校入試個別相談会（対小 10：00～11：30，対中 11：30～13：00）

8 日

9 月 高２以下期末考査　　高３短縮授業（50分×３時間）　　高３定期考査成績表配布

10 火 高２以下期末考査　　高３短縮授業（50分×３時間）

11 水 高２以下期末考査　　高３短縮授業（50分×３時間）

12 木 全学年自宅学習

13 金 全学年自宅学習　　一般帰国転編入考査

14 土 高２以下答案返却・解説授業　　高３自宅学習　　高３三者面談（内部進学希望者） 
高１ SOARグローバルサイエンスコース海外研修説明会（午後）

15 日 第33回オーケストラ部定期演奏会（14：30～公江記念講堂）

16 月 高２以下答案返却・解説授業　　高３自宅学習　　高３三者面談（内部進学希望者）

17 火 高２以下学年集会 ･HR･ 除草 ･得点確認表配布　　高３学年行事・HR・除草

18 水 全学年自宅学習

19 木 全学年自宅学習　　あまよう特別支援学校との交流会

20 金 全学年自宅学習

21 土

22 日

23 月 休暇中の諸注意 ･表彰　　大清掃

24 火 終業式　　音楽教室グレードテスト（後期）

25 水 冬季休業（～1/7）　　冬季補習 ･講習

26 木 冬季補習 ･講習

27 金 休業日

28 土 休業日

29 日 休業日

30 月 休業日

31 火 休業日

Ａ
週

Ａ
週

Ａ
週

Ｂ
週

Ｂ
週

Ｂ
週

　

３
位　

足
髙 

ア
ン
ナ
ベレ
ン 

應
（
高
１
） 

全
国
大
会
出
場
決
定 

女
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
５
０
０
ｍ 

　

１
位　

杉
本　

深
覚
（
高
２
）

　

２
位　

有
本　
　

輝
（
高
２
）

　

４
位　

足
髙 

ア
ン
ナ
ベレ
ン 

應
（
高
１
）

　

５
位　

福
井　
　

葵
（
高
２
）

Ｍ
Ｖ
Ｐ　

女
子
カ
ヤ
ッ
ク　

杉
本　

深
覚
（
高
２
）

○
コ
ー
ラ
ス
部

・ 

第
77
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会　

ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
大
ホ
ー
ル
（
10
／
26
・
27
）

高
等
学
校
部
門　

銀
賞

中
学
校
部
門　
　

金
賞

○
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部

・ 

第
46
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
関
西
大
会　

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー

ナ
神
戸
（
10
／
27
）

全
国
コ
ン
テ
ス
ト
部
門
・
高
等
学
校
の
部　

金
賞

 

マ
ー
チ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ
全
国
大
会
出
場
決
定

※
中
学
生
も
一
緒
に
高
等
学
校
の
部
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

◯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・ 

第
77
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校
選
手
権
大
会
兵
庫

県
予
選
大
会　

親
和
学
園
駒
ヶ
谷
体
育
館
（
11
／
３
・
４
）

５
位

大
会
優
秀
選
手
賞　

中
野　

里
音
（
高
３
）

○
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部

・ 

第
46
回
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
関
西
大
会　

Ａ
ｓ
ｕ
ｅ
ア

リ
ー
ナ
大
阪
（
11
／
３
）

高
等
学
校
の
部　

優
秀
賞

中
学
校
の
部　

７
位

○
箏
曲
部

・ 

第
48
回
兵
庫
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
邦
楽
部
門
演
奏
会
・
第
39
回
兵

庫
県
高
等
学
校
邦
楽
コ
ン
ク
ー
ル　

東
リ　

い
た
み
ホ
ー
ル
（
11
／
５
）

邦
楽
部
門　

銀
賞

○
書
道
部

・ 

第
48
回
兵
庫
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
書
道
展
兼
第
70
回
兵
庫

県
高
等
学
校
書
道
展　

原
田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
11
／
８
〜
10
）

書
道
部
会
会
長
賞　
　

上
田　

真
衣
（
高
３
）

書
道
部
会
理
事
長
賞
・
テ
ー
マ
部
門
優
秀
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
見　

夏
帆
（
高
３
）

全
国
総
文
推
薦
賞　
　

陣
田　

彩
花
（
高
２
）

 

全
国
大
会
出
場
決
定 

◯
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

・
令
和
６
年
度　

兵
庫
県
高
等
学
校
新
人
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手

権
大
会　

加
古
川
市
立
総
合
総
合
体
育
館
（
11
／
９
〜
10
）

５
位

○
柔
道
部

・ 

第
73
回
兵
庫
県
高
等
学
校
新
人
柔
道
大
会 

兼
第
66
回
近
畿
高
等
学
校
新
人
柔

道
大
会
県
予
選 

兼
第
50
回
兵
庫
県
高
等
学
校
選
抜
柔
道
大
会 

兼
第
47
回
全

国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
県
予
選　

高
砂
市
総
合
体
育
館
（
11
／
15
・
16
）

団
体　

５
位 

近
畿
大
会
出
場
決
定 

個
人

63
㎏
級　

３
位　

小
椋　

優
希
（
高
２
） 

近
畿
大
会
出
場
決
定 

◯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

・ 

令
和
６
年
度　

兵
庫
県
高
等
学
校
新
人
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競

技
大
会　

淡
路
佐
野
運
動
公
園
ほ
か
（
10
／
27
、
11
／
３
〜
５
）

５
位 

大
会
優
秀
選
手
賞　

河
南　

朋
花
（
高
２
）
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